「小さな政府=大きな国民負担」に反対し、もうひとつの日本、安心できる公務・公共サービスをめざす闘争本部
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｢もうひとつの日本｣をめざして諸団体との懇談会開く
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｢もうひとつの日本｣闘争本部は2月20日、労働組合以外の広範な諸団体に呼びかけて｢もうひとつの日本｣にむけた｢懇談会｣を行いました。当日は、悪天候にもかかわらず、17団体から19人の方々に出席いただきました。

　懇談会の冒頭、熊谷本部長が、闘争本部の立ち上げに至った背景や情勢にふれ、「小さな政府」論が全面的に展開されるなか、国民の安心・安全が脅かされ、格差が拡大していることを指摘しました。そして、公務員労働者に対する攻撃と狭くとらえるのではなく、格差社会や地域切り捨てを許さない、暮らしや雇用が守られるような社会をめざして、大きな共同を広げたいと発言しました。

懇談会では、参加したすべての団体が発言し、｢闘争本部の立ち上げを歓迎する｣と大きな期待が表明されました。同時に、｢闘争本部には女性がいない｣「諸団体が共闘できるとりくみの提起を」「公務員批判の率直な議論が必要」「感性を大切に、相手の心に響く言葉を」｢国会闘争としての医療問題はどうするのか｣などの意見も出されました。坂内事務局長は、懇談会準備の不手際にも触れつつ、この闘争本部は｢小さな政府に反対する世論を喚起することが目的｣と述べ、今後も意見交換を重ねていきたいと発言しました。
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闘争本部・全労連が御茶ノ水駅頭で宣伝行動

｢小さな政府｣は暮らしと地方の切捨て、｢もうひとつの日本｣を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
め、政府がしっかり仕事をすること｣と訴えました。また、｢小さな政府｣で庶民の暮らしや安心、安全は守れるのか、と郵便局民営化のもとでの集配業務の廃止問題や公務員削減での行政機関の統廃合問題を指摘。格差社会や地方切り捨て問題などでの訴えも行いました。
横断幕や緑、赤、水色ののぼり旗が宣伝を引き立てるなか、｢勝ち組、負け組｣や｢格差拡大｣の問題を訴えると、チラシをとりに戻る青年もいました。30分ほどの行動でしたが200枚のビラが通行人の手に渡りました。



【千葉労連発】

｢構造改革｣反対、地域医療を守るたたかいに奮闘
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【千葉労連情報No.548　06.2.22より】
千葉労連傘下の年金者組合や千葉土建、自治労連(県職労含む)も加入している現地の｢山武地域の医療よくする会｣は、地域の病院をつぶしてなるものかと連日の宣伝行動を展開。2月19日には成東町、山武町と松尾町に署名入りのチラシを全戸配布。２０日からは成東病院周辺で三日連続での署名活動を行い、千葉労連と千葉土建の宣伝カーでの宣伝行動も行いました。20日は22人が行動して108筆、21日には24人で540筆、22には33人が行動して480筆の署名を集めました。｢会｣の事務局団体の県職労の馬込さんは｢三日間で反応が良くなっている｣と語り、参加者からも｢この地方の署名でこんなに集まったのは初めて｣と話していました。
(詳細は、千葉労連HP「http://chibarouren.jp/policy.html」を参照してください)
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医療過疎が深刻化する千葉県の山武地域では、｢小さな政府」の小泉｢構造改革｣の具体化とし手の病院統合が進められようとしています。千葉県や山武の市町村でつくる広域行政組合は、県立東金病院を赤字や老朽化を理由に廃止し、成東病院・大網病院・東洋病院を統合して、東金市に新病院の山武医療センターを建設する計画です。


　成東病院では9人の全内科医師が3月末で退職すると報道され、地域医療のあり方が問われています。





労働総研


｢小さな政府｣問題研究会





※テーマ　財政問題


※講　師　安藤 実教授





○と　き　3月29日(水)


13時半～


○ところ　全労連会館


3F会議室





公開研究会です。


積極的な参加を！








4･28｢もうひとつの日本｣と憲法を考える講演と文化の夕べ


と　き　　４月２８日(金)１８時半～


ところ　　文京シビックホール(文京区春日1-16-21)


　　　○記念講演｢憲法ともうひとつの日本｣講師品川正治氏


　　　○コント芝居他





主催：中央メーデー実行委員会、｢もうひとつの日本｣闘争本部





安心・安全破壊の規制緩和を見直せ！変えようルールなき競争と格差社会、タクシー運転免許の実現


自交総連｢06春闘勝利３・３中央行動｣


中央決起集会


３月３日(金)10時～11時　日比谷野外音楽堂


銀座デモ


11時15分日比谷野音→日航ホテル→数寄屋橋→八重洲





｢もうひとつの日本｣闘争本部も支援・連帯します


各単産・単組からの積極的な参加をお願いします





※※　｢もうひとつの日本｣闘争本部事務局の直通電話が開通　※※


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８４　　　　　２　　　　　　　９　３　　　　　３　　　　　９


０３－５８４２－９３３９(癒しの日本へ組合サンキュウ)





【参加団体：順不同】新日本婦人の会、婦人団体連合会、消費税をなくす全国の会、原発問題住民運動全国連絡ｾﾝﾀｰ、労働運動総合研究所、中央社保協、日本民主主義文学会、公害・地球環境問題懇談会、婦人民主クラブ、全日本民主医療機関連合会、民青同盟、全国革新懇、原水爆日本協議会、安保破棄中央実行委員会、保険医団体連合会、自由法曹団、日本のうたごえ全国協議会








もうひとつの日本」闘争本部は2月23日、お茶の水駅頭において昼休み宣伝行動を行いました。行動には、闘争本部専従役員4人と全労連役職員10人、東京地評の伊藤副議長も参加しました。


　専従役員が次々にマイクを握っての宣伝では、耐震強度偽装など規制緩和の問題に触れつつ、｢今、大切なのは大企業やアメリカのために規制を緩和するのではなく、安全・安心を守るた





｢もうひとつの日本｣闘争本部への激励文【Ｐａｒｔ１】


2月20日の｢各界懇談会｣の返信はがきに記載されたメッセージを紹介します。





○　消費税をなくす全国の会


国民大収奪の根元―税金のとり方、“弱きをいじめ強者に分け前”の大転換を求め、国の政治を真に国民主権に。「消費税　憲法変えれば戦争税」


日本婦人団体連合会


「小泉構造改革」は女性の分野でも非正規雇用者の増加など、大きな痛みを押し付けています。この間、この「改革」が何であったか、明らかになっています。「もうひとつの日本」めざし、ともにがんばりましょう。
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